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1章 生物の多様性と共通性 

１ 生物の多様性 

 (1) 種 ＝ 生物を分類する基本単位 

  ① 現在は約１９０万種類 

  ② 進化によって、種は増えた 

   → 代を重なる間に特徴が変化すること 

   ■例 キリンの進化 

 

 

 

 

 

 

                        ・ 首が長いほうがキリンの住む環境では生存に有利 

                         であり次第にキリンは首が長い種となった 

                         → 環境に適応した 

  ③ 生物は多様性があるが、全ての生物に共通点がある 

・ 細胞からできている 

     ・ DNA(デオキシリボ核酸)を遺伝情報として用いる 

  →  ・ 代謝によるエネルギーを利用する 

     ・ 自分と同じ構造を持つ個体をつくる 

      → 自己複製能力 

     ・ 体内環境を一定に保つ（恒常性） 

 

  →  

 

 (2) 進化の証拠 

   ■例 脊椎動物 ＝ 背骨がある動物 

 

 

 

 

違い（＝ 多様性 ）はあるが 

同じところ（＝ 共通性 ） 

が見られる。 

⇒『   共通祖先   』 

の存在を示唆 

 

 

  ① 系統樹 ＝ 多様な生物の進化の道筋 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■演習（ワーク P１１ ６） 

                         ※ 〇 ・・・ 「もつ、つくる」 

                           × ・・・ 「もたない、つくらない」 

左の表は陸上植物の特徴についてまとめたもの 

左の図から、系統樹を完成させよ。 

 

   最初の枝分かれ→維管束の獲得 コケ以外は維管束をもっている 

   次に、シダ植物以外は種子を作る 次の枝分かれは子房の形成 

   その条件に合うものを探す 

２ 真核細胞と原核細胞 

 (１) 真核細胞 ＝ 核と細胞質から構成される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ① 核 ＝ 染色体（DNA が保管されている）が中にある 

  ② ミトコンドリア ＝ 呼吸によってエネルギーを作り出す 

  ③ 細胞壁 ＝ 細胞膜の外側で植物細胞を保護する。 成分：セルロース 

  ④ 葉緑体 ＝ 緑色の色素(クロロフィル)含み、光合成を行う 

  ⑤ 液胞 ＝ 糖、無機塩類、アントシアニンなどの色素の貯蔵（ゴミ箱） 

 (２) 原核細胞 ＝ 核をもたず、 

DNA が細胞質基質の中に存在 

 

 

 

   

  

１編 生物の特徴 

キリンの祖先 

ある時首の長い

個体が出現 

すべての生物には、共通の祖先が存在する 

分類 生物名 
①陸上での 
産卵・出産 

②四肢 
（四本の手
足）をもつ 

③翼・羽毛
をもつ 

④母乳で育
てる 

魚類 

Fish 
 

クロマグロ 
× × × × 

両生類 

Amphibia 
 

ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ 
× ○ × × 

ハチュウ類 

Reptiles 
ﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ ○ ○ × × 

鳥類 

Bird 
 

スズメ 
○ ○ ○ × 

哺乳類 

Mammalia 
 
ウマ 

○ ○ × ○ 

 

Base pairs  

Sugar phosphate 
Back bone 

分類 維管束 種子 子房 

コケ植物 × × × 

シダ植物 〇 × × 

裸子植物 〇 〇 × 

被子植物 〇 〇 〇 

 

＜  動物 細胞＞ 

細胞膜 

核 

ミトコンドリ
ア 

細胞質基質 

細胞壁 

液胞 

葉緑体 

＜  植物 細胞＞ 

（大きな） 

 ◌ ◌ 
核 

核膜(二重) 

核膜孔 

核 

 

ミトコンドリア 

『  細胞小器官  』 

 

■例 大腸菌 

細胞膜 
べん毛 

DNA 

／コケ植物   シダ植物 

＼それ以外 ／      裸子植物 

＼それ以外／ 

     ＼被子植物 
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＜ヘッケルの系統樹＞ 


